
第６号様式（第 12 条、附則第４項関係） 

  地  域  貢  献  計  画  書 

 
令和 4年 2 月 25 日 

 

新潟県知事     様 

新潟市中央区米山 2-5-1 

 木山産業株式会社 

代表取締役社長 木山 光 

025-246-1230 

 

下記のとおり地域貢献計画を作成したので、新潟県にぎわいのあるまちづくりの推進に関

する条例第 19 条第１項（条例第 23 条第１項・条例附則第６項・条例附則第７項・条例附則

第９項において準用する条例第 23 条第１項）の規定により提出します。 

記 

１ 特定集客施設の名称 

プラーカ１，プラーカ２，プラーカ３ 

 

２ 地域貢献を行う期間（３事業年度） 

第１事業年度 令和 2年 4 月 1 日 ～令和 3年 3 月 31 日 

第２事業年度 令和 3年 4 月 1 日 ～令和 4年 3 月 31 日 

第３事業年度 令和 4年 4 月 1 日 ～令和 5年 3 月 31 日 

 

３ 地域貢献の内容 

項  目 細  目 取 組 内 容 実施時期 目 標 

1.地域との

連携促進や

地域活性化

に向けた取

組 

①市町村や

地域づくり

に取り組む

団体への協

力 

にいがた光のページェント実行委

員会への社員参加協力 

年１回 通年での協賛

募集 

②祭りや各

種行事等へ

の協力 

にいがた光のページェント協賛 年１回 年１回協賛 

光のページェント点灯式等設営協

力 

毎年12月～

翌年 1月 

年 1回協力 

③地域との

協議の場へ

の参加 

新潟市南商工振興会への参加 

（光のページェント、勉強会、 

鳥屋野潟ウォーキング等） 

通年 随時 



1.地域との

連携促進や

地域活性化

に向けた取

組 

⑤商工会議

所、商工会等

への加入 

新潟商工会議所、新潟市南商工振

興会への参加 

通年 

 

継続 

新潟駅南プラーカ商店街振興組合

への加入、事務局運営 

通年 随時 

 

4.災害時の

対応及び地

域防災への

協力 

③災害時に

おける地域

との連携 

プラーカ１・２Ｆ医療テナント等

と連携し救助活動 

随時 災害等発生時 

⑦防災訓練

等 へ の 参

加・協力 

防災・防火訓練の実施 年２回 年２回 

5．防犯・青

少年非行防

止対策の推

進 

①万引き防

止等防犯対

策の実施 

店舗内での万引き・盗撮等犯罪行

為の防止。警備員の巡回、防犯カ

メラの設置 

通年 警備員による

随時巡回 

防犯カメラの

複数台設置 

②深夜営業

等の防犯・非

行防止対策

の実施 

防災センターにおける２４時間管

理体制、機械警備の設置と警備員

による巡回の併用。防犯カメラ映

像の警察への協力 

通年 ２４時間 

③緊急連絡

体制の確立 

防災センター及び各棟警備室での

緊急連絡体制の確立 

通年 随時 

6.環境対策

の推進 

②省エネル

ギー対策の

実施 

過剰な照明の削減及びテナントへ

の呼び掛け 

通年 随時 

④環境美化

対策の実施 

施設周辺の日常清掃実施 通年 毎日 

テナント主催のゴミ拾い運動・清

掃活動への支援（ゴミ処理支援等） 

随時 随時 

7.子ども、

高齢者、障

害者等への

配慮 

①ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞ

ｻﾞｲﾝに配慮

した店舗づ

くり 

身障者トイレの設置 通年 各棟に設置 

 ②子育て支

援 

赤ちゃん用おむつ交換台（ベビー

シート）の設置 

通年 プラーカ１に

設置 

 ③高齢者・障

害者等に配

慮した取組 

障碍者支援団体の企画する作品展

示への協力 

通年 継続 

8.撤退時の

対応 

 

②後継店の

確保 

撤退判明次第、早急に誘致対応 随時 リーシング会

社と連携 

⑥店舗閉鎖

に伴う環境

悪化の防止 

建物管理と環境保全を徹底し問題

発生を防止 

随時 管理会社との 

連携 



9.その他 ② 景 観 形

成・街並みづ

くり等への

協力 

新潟駅南口の拠点施設としての役

割を自認し、景観やサイン、街並

みに配慮した店舗づくりを行なう 

通年 テナント各社

との設計段階

から計画 

  

４ 担当者連絡先 

所  在  地 新潟市中央区天神 1-1 電 話 番 号 025-240-2545 

所     属 プラーカ事業所 担 当 者 名  

 

 


